
地
域
の
皆

さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平
成
二
十

二
年
の
十
月
三

十
一
日
の
市
議
会
選
挙
で
初
当
選
、
同
年
十
一
月

二
十
六
日
か
ら
青
森
市
議
会
議
員
と
し
て
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
の
平
成
二
十
二
年
十
二
月
定
例
議
会
か

ら
平
成
二
十
三
年
三
月
・
六
月
・
九
月
・
十
二
月

と
計
五
回
す
べ
て
の
本
会
議
で
一
般
質
問
、
予

算
・
決
算
委
員
会
で
質
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

市
政
全
般
や
地
域
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
必
要
な

課
題
に
つ
い
て
は
担
当
部
局
に
直
接
要
請
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。

地
方
財
政
が
厳
し
い
中
、
地
域
課
題
は
す
ぐ
解

決
と
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
課
題
解
決
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
手
を
携

え
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

青
森
市
議
会
議
員　
　
　

  

藤
田 

ま
こ
と

平成２３年１０月２５日
沖館市民センターにて
平成２３年１０月２５日
沖館市民センターにて

二
〇
一
二
年　

新
春

No. ５　　　　議会だより

藤 田 まこと
発行者　藤田 まこと 
事務所　青森市中央１丁目22 - 5
　　　　 青森市議会
　　　　社民党・市民の会控室

T E L : 0 1 7 - 7 3 4 - 5 6 9 2
FAX : 0 1 7 - 7 2 2 - 8 9 0 2

印刷所　スタジオとまと
TEL/FAX : 017-761-2770

これまでの、市議会での一般・予算委員会等の内容や、

地域問題として雪対策（流・融雪対策）、沖館小学校の

校庭の狭さ対策、児童館の耐震対策、災害時の避難対

策等課題を報告しました。

ご来場の方から、主に次のような質問や要望がありま

した。

◆◆◆

１．国道２８０号線の沖館薬局から新城川までの国道歩

道の段差等の解消整備、拡幅の要望。

２．市営バスの運転手の対応に違いがあり、どのような

取り組みをしているのか。

３．多くの市民が見ているので、柳川庁舎からの退庁時

間は守って欲しい。

４．災害時の非常食は期限が切れていたのが過去にあっ

た、管理はされているのか。

５．３・１１の大震災の時、小中学校や沖館市民センタ

ーに避難をしたが、市の対応が良くなかった。各避難

場所に市職員は緊急時配置されるのか。

　　地域の人の多くは、避難先がどこに指定されている

のかわからない。各家庭毎に周知をする対策が必要で

はないか。

６．柳川庁舎周辺の垣根や周辺の草木の手入れがされて

いない、市の顔である庁舎、特に玄関周辺の定期的

な管理や清掃をすべきでは、花壇は地元町会及び関係

団体が協力していくが、任せっきりにされても困る。

　２）市長との何でもトークの時、庁舎前の木々を紹介

する名札を付けるのと剪定をすべきではと市長に進言

し、名前は付けられたが満足ではない。他都市からく

るお客さんが玄関前を散策し、どんな木なのかわかる

ようにすべきでは。

７．沖館小学校の校庭の狭さ対策として、工業高校跡

地利用する案があるが、離れているので利用しにくい、

周辺住民と連携し拡充を検討すべきではないか。

８．市の給食の食材の放射能対策を強化すべきではない

か。

◆◆◆

以上のような質問があり、その場でお答え出来るもの

はし、その他は担当部局に対策の申し入れをしました。

毎年、最低年１回の定期開催

を目指していきます。

また、ご希望があればどこで

もお伺いしお話し合いをしたいと

思いますので、声をかけていただ

ければ幸いです。

市政報告会で要望続出市政報告会で要望続出市政報告会で要望続出



流
雪
溝
に
つ
い
て
質
問
（
平
成
22
年
12
月
）

大
野
地
区
に
始
ま
っ
た
、
雪
対
策
の
一
つ

で
あ
る
河
川
水
や
海
水
を
利
用
し
た
流
雪
溝

も
青
森
市
内
各
地
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
青
森
市
内
に
約
85
キ
ロ
整

備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
冬
か
ら
桜
川
地
区
で
川
の
水
を
利
用
し

た
流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
運
用
し
て
い
ま
す
。

新
城
川
・
沖
館
川
の
周
辺
の
夢
の
融
・
流

雪
溝
整
備
に
向
け
、
ま
ず
は
現
状
を
把
握
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
地
域
環
境
が
整
っ

て
い
れ
ば
整
備
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
今
後

の
流
・
融
雪
溝
の
整
備
計
画
を
示
す
よ
う
青

森
市
に
求
め
ま
し
た
。

答
弁　

市
長
か
ら
明
示
さ
れ
た
整
備
条
件

は
十
分
な
水
源
確
保
、
川
（
流
末
）
ま
で
の

傾
斜
が
あ
り
、
地
域
住
民
で
の
経
費
を
伴
う

管
理
運
営
が
可
能
等
が
必
要
で
、
か
つ
財
政

状
況
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
の
幾
多
の
困
難
が

あ
り
ま
す
が
、
流
雪
溝
設
置
に
向
け
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

除
雪
体
制
に
つ
い
て
質
問

（
平
成
22
年
12
月
）

 

平
成
22
年
度
の
除
排
雪
事
業
計
画
や
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
除
排
雪
」
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
配

布
さ
れ
、
今
年
度
の
除
雪
体
制
の
準
備
が
整

い
ま
し
た
が
、
関
係
者
に
周
知
が
十
分
で
な

い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者

世
帯
の
玄
関
前
の
寄
せ
雪
対
策
に
つ
い
て
人

力
で
の
対
応
や
、
雪
捨
て
場
の
昇
り
傾
斜
が

多
く
な
っ
た
ら
排
雪
を
す
る
よ
う
求
め
た
。

答
弁　

市
長
か
ら
、
自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
作
る
市
民
自
治
の
理
解
と
仕
組
み

作
り
、
市
民
と
行
政
が
手
を
組
む
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
考
え
方
の
も
と
除
排
雪
計
画
を

策
定
し
、
雪
問
題
を
市
の
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
る
と
し
、
新
幹
線
開
業
し
て
、
青

森
の
冬
は
問
題
な
い
と
県
外
か
ら
の
お
客
様

に
印
象
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

雪
対
策
に
力
を
入
れ
る
決
意
が
示
さ
れ
た
。

担
当
理
事
か
ら
は
個
別
の
課
題
に
つ
い
て

は
現
状
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除
排
雪
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
、
雪
市
民
相
談
で
対
応
し

て
い
く
と
し
た
。

障
害
者
の
た
め
の
お
む
つ
交
換
用
ベ

ッ
ト
に
つ
い
て
質
問
（
平
成
23
年
3
月
）

障
害
者
が
外
に
出
る
機
会
を
増
や
す
た

め
、
市
の
施
設
に

答
弁　

青
森
市
で
は
、「
青
森
市
所
有
施

設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
方
針
」
に
お
い
て
、

市
所
有
施
設
に
お
け
る
多
機
能
ト
イ
レ
の
設

置
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
多
数
の
施
設

で
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
設
備
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の

設
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
各
施
設

の
新
築
、
増
改
築
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
設
置
目
的
や
利
用
者
の
状
況
・
ニ

ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
庁
内
各
部

局
へ
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

※

オ
ス
ト
メ
イ
ト
：
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
装
着
者
を
称
し

全
市
的
な
「
市
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
１２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
（
平
成
23
年
3
月
）

青
森
市
内
各
地
域
の
災
害
時
や
各
種
活

動
の
拠
点
を

答
弁　

鹿
内
市
長
の
市
政
運
営
の
基
本

「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の
市

政
」
の
実
現
で
そ
の
主
役
は
市
民
で
あ
り
、

市
民
が
自
主
的
に
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
り
、
自
分
た
ち
の
手
で
活
動
を
展
開
す

る
と
い
う
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

本
来
の
市
民
活
動
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
活
動

が
市
内
全
域
に
波
及
し
、
元
気
な
活
気
の
あ

る
青
森
市
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る

と
答
弁
し
、「
暮
ら
し
や
す
い
日
常
生
活
拠

点
の
形
成
」
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て（

平
成
23
年
6
月
）

　

東
日
本
大
震
災
後
の
検
証
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
食
料
供
給
の
拠

点
を
作
る
考
え
は
な
い
か

答
弁　

震
災
当
時
、
現
場
で
対
応
し
た
職

員
の
意
見
、「
市
民
と
市
長
の
な
ん
で
も
ト

ー
ク
」
の
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、

「
あ
お
も
り
市
民
一
〇
〇
人
委
員
会
」
広
報

広
聴
課
等
に
個
別
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
か
ら

の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
、
災
害
対
策
本
部

の
主
要
な
業
務
を
所
掌
す
る
課
の
課
長
級
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
、

　

○

災
害
時
の
初
動
対
応　

○

市
民
へ
の
広

報
の
あ
り
方　

○

避
難
所
の
開
設
手
順
と
そ

の
管
理
・
運
営　

○

備
蓄
物
資
の
あ
り
方　

○

食
糧
、
燃
料
等
の
確
保　

○

災
害
時
応
援

協
定
の
あ
り
方
な
ど
、
特
に
災
害
応
急
体
制

全
般
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
こ
の
検
討
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
本

市
の
防
災
対
策
に
反
映
す
る
。

農
林
水
畜
産
業
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
6
月
）

農
業
・
水
産
・
繁
殖
各
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
研
究
に
つ
い
て

答
弁　

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
の
試
験
調

査
に
つ
い
て
は
、
野
菜
・
花
き
・
組
織
培
養

の
三
部
門
で
実
施
し
て
お
り
、
試
験
調
査
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
講
習
会
・
現
地
検
討
会

な
ど
に
お
い
て
農
家
へ
の
普
及
に
努
め
、
農

業
振
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

定
例
会
一
般
質
問

定
例
会
一
般
質
問

壇上で質問中



　

そ
の
他
の
一
般
質
問
・
要
望

＊
市
営
バ
ス
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

＊
旧
青
年
の
家
に
つ
い
て
（
要
望
）

＊
災
害
対
策
に
つ
い
て

＊
業
務
委
託
料
の
積
算
に
つ
い
て

＊
小
牧
野
遺
跡
に
つ
い
て

＊
学
校
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

＊
新
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

＊
公
務
災
害
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

＊
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

＊
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

＊
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

水
産
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
漁
業
経
営
の
安

定
と
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す
る
た

め
、
水
産
物
の
種
苗
生
産
及
び
各
種
調
査
、

研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
畜
産
振
興
セ
ン
タ

ー
は
地
域
に
適
し
た
肉
用
牛
、
特
に
日
本
短

角
種
（
八
甲
田
牛
）
に
お
け
る
飼
育
管
理
技

術
の
試
験
調
査
や
指
導
業
務
の
ほ
か
、
家
畜

の
払
下
げ
や
伝
染
病
の
予
防
対
策
等
を
行

い
、
本
市
の
畜
産
振
興
に
努
め
る
。

耐
震
強
度
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
9
月
）

青
森
市
内
の
児
童
館
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
は
耐
震
診
断
を
行
う
予
定
が
な
い
と
し
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

ま
た
、
就
学
前
の
児
童
が
集
う
施
設
と
し

て
の
保
育
所
の
耐
震
強
度
を
把
握
し
、
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か

答
弁　

青
森
市
に
あ
る
児
童
館
16
館
の

内
、
13
館
で
耐
震
診
断
が
必
要
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
優
先
度
を
考
慮
し
検
討
す
る
と
し

た
。保

育
所
87
カ
所
の
内
、
57
カ
所
が
昭
和
56

年
6
月
以
降
に
建
設
さ
れ
耐
震
が
強
化
さ
れ

て
い
る
。
残
り
30
カ
所
が
対
象
で
、
調
査
し

た
と
こ
ろ
耐
震
診
断
実
施
の
意
向
を
示
し
て

る
の
が
11
カ
所
、
改
築
の
意
向
が
7
カ
所
、

耐
震
診
断
の
予
定
が
な
い
保
育
所
12
カ
所

で
、
市
と
し
て
施
設
所
有
者
に
責
任
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
耐
震
対
応
に
つ
い
て
積
極
的
に

施
設
管
理
者
に
働
き
か
け
を
行
う
答
弁
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

所
見　

子
ど
も
た
ち
が
集
う
児
童
館
の
耐

震
対
策
に
は
青
森
市
と
し
て
の
積
極
性
が

見
ら
れ
ず
、
引
き
続
き
早
期
の
対
策
、
特

に
相
野
児
童
館
の
耐
震
対
策
を
最
優
先
で

求
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
（
平
成
23
年
12
月
）

水
洗
化
工
事
費
及
び
設
置
後
の
下
水
道
使

用
料
金
の
割
高
感
に
よ
っ
て
普
及
率
が
向
上

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
世
帯
の
居

住
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
使
用
水
量
に
よ
る
段

階
的
に
高
く
な
る
従
量
制
の
料
金
体
系
の
見

直
し
を
求
め
た
。

答
弁　

平
成
14
年
利
用
料
金
の
引
き
上
げ

を
行
っ
て
か
ら
、
据
え
置
き
を
し
て
い
る
現

状
で
あ
り
、
県
内
、
東
北
の
中
で
も
下
位
の

料
金
体
系
と
な
っ
て
い
る
と
し
、
料
金
体
系

の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
と
し
た
。

高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
12
月
）

現
在
死
亡
原
因
の
第
１
位
が
ガ
ン　

第
２

位
が
心
臓
病
、
第
３
位
が
脳
血
管
疾
患
、
第

４
位
が
肺
炎
で
、
第
３
位
の
脳
血
管
疾
患
を

追
い
越
す
勢
い
で
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
が
知
ら
な
い
う
ち
に
肺
炎
に

な
っ
て
い
て
、
予
防
接
種
に
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
助
成
制
度
を
行
う
自
治
体
も
増
え

て
い
ま
す
。

県
内
で
も
八
戸
市
、
三
沢
市
、
西
目
屋
村
、

外
ヶ
浜
町
、
東
通
村
、
佐
井
村
、
む
つ
市
、

黒
石
市
。

答
弁　

国
は
安
全
性
を
確
か
め
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
補
助
制
度
を
適
用
し
て
い
な
い

事
か
ら
、
青
森
市
と
し
て
経
過
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て（

平
成
23
年
12
月
）

食
の
安
全
対
策
と
単
独
校
存
続
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
学
校
給
食
の
食
材
に
対
す
る
放

射
能
対
策
を
質
問
し
て
き
ま
し
た
。

国
・
県
の
動
向
を
基
本
に
し
、
市
独
自
で

動
こ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
島
県
で

は
安
全
宣
言
し
た
後
に
米
に
セ
シ
ウ
ム
が
自

主
検
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
県
が
安
全
宣

言
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
食
材
が

入
っ
て
き
て
い
る
か
明
白
で
無
い
こ
と
か

ら
、
再
度
市
独
自
の
検
査
を
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
単
独
調
理
校
の
存
続
に
つ
い

て
で
は
、
平
成
23
年
7
月
、
文
部
科
学
省
は

「
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
踏
ま
え
た
学
校

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
」
の
緊
急
提
言
を
と

り
ま
と
め
た
。
そ
の
中
で
学
校
施
設
に
は「
教

育
機
能
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
場

所
と
し
て
必
要
な
諸
機
能
を
そ
な
え
て
お
く

と
い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

災
害
時
、
被
災
地
で
の
生
命
確
保
期
に
お

け
る
単
独
給
食
調
理
校
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
事
か
ら
、
給
食
単
独
校
の
廃
止
方
針

を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

答
弁　

国
が
学
校
食
材
の
安
全
性
を
高
め

る
た
め
、
各
県
に
測
定
装
置
の
購
入
費
用
を

全
額
補
助
す
る
制
度
を
始
め
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
、
県
で
購
入
予
定
の
５
台
の
う
ち

１
台
を
貸
与
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　

再 質 問
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歩
道
整
備　

沖
館
小
学
校
の
校
庭
の
狭
さ

の
教
育
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
教
育
委
員

会
と
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、

篠
田
・
沖
館
・
新
田
に
わ
た
る
、国
道
歩
道
や
フ
ェ

リ
ー
か
ら
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
通
り
ま
で
の
路

線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
国
、
県
に
係
る
事

項
で
地
域
住
民
と
連
携
し
て
い
く
と
し
た
。

道
路
整
備　

ま
た
、
相
野
十
文
字
か
ら
相

野
児
童
館
の
通
り
は
冬
期
間
、
通
学
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
り
鉢
状
態
な
っ
た
り
、

歩
行
す
る
人
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
道
路
の
拡
幅
等
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
冬
期
間
の
状

況
の
把
握
を
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
今
冬

調
査
を
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

雪
対
策　

流
雪
溝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

河
川
水
等
を
利
用
し
、
既
設
の
側
溝
に
水
を

流
し
、
融
雪
さ
せ
る
方
法
を
当
該
課
に
打
診

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
強
度
に
つ
い
て　

耐
震
診
断
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
公
共
施
設
（
福
祉
館
・

児
童
館
・
支
所
・
公
民
館
・
農
村
セ
ン
タ
ー
・

浪
岡
武
道
館
）
の
実
施
を
、
施
設
の
用
途
や
構

造
等
を
考
慮
し
、
13
施
設
を
抽
出
を
し
て
耐

震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
相
野
児
童
館

も
含
む
他
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
事
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
地
区
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
3
月
）

富
田
地
区
は
地
盤
が
低
い
事
や
、
沖
館
川

の
水
位
に
よ
っ
て
自
然
に
水
が
流
れ
な
い
地

域
で
あ
り
水
害
も
発
生
し
て
い
て
、
流
雪
溝

は
設
置
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
雪

溝
設
置
に
向
け
て
の
調
査
の
中
で
、
水
害
防

止
の
た
め
、
工
業
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に

雨
水
ポ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
り
、

県
に
取
得
の
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
水
害
防
止
の
た
め
、
地
元
市
会
議
員

の
齋
藤
議
員
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
取
り
組

み
が
成
果
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
ポ
ン
プ
排
水
能
力　

約
6.6
㎥
／
秒

で
、
雨
を
集
め
る
幹
線
を
沖
館
小
学
校
付
近

か
ら
同
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
（
雨
水
ポ
ン

プ
場
）ま
で
の
市
道
に
布
設
す
る
と
し
、岡
部
・

三
好
地
区
の
雨
水
対
策
の
整
備
に
目
途
が
つ

き
次
第
、
整
備
に
着
手
し
、
平
成
25
年
度
完

成
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
工
事
に

あ
た
っ
て
、
雪
対
策
で
も
あ
る
、
歩
道
・
融

雪
側
溝
の
整
備
も
要
望
し
ま
し
た
。

除
雪
の
苦
情
処
理
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
3
月
）

〔
応
急
対
応
と
し
て
の
市
直
営
除
排
雪
チ
ー
ム
〕

市
で
は
今
般
の
よ
う
な
特
異
な
気
象
状
況

下
に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
皆
様
に
、
よ
り
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
除

排
雪
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
鋭
意

検
討
を
進
め
て
い
く
と
し
た
答
弁
で
し
た
。

り
ん
ご
の
着
果
不
足
に
対
す
る
実
態

調
査
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
6
月
）

答
弁　

特
に
今
年
の
ふ
じ
の
結
実
は
、
平

年
よ
り
２０
数
％
悪
く
な
っ
て
い
て
、
今
後
の

動
向
に
つ
い
て
は
、
県
と
も
協
議
を
し
対
策

を
講
ず
る
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
農
産
物
の
風

評
被
害
対
策
に
つ
い
て
（
平
成
23
年
6
月
）

答
弁　

リ
ン
ゴ
の
海
外
輸
出
に
関
し
て
は

大
き
な
落
ち
込
み
を
見
せ
て
い
る
が
、
県
を

中
心
に
青
森
リ
ン
ゴ
の
安
全
性
を
海
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
行
動
を
し
て
い
る
。

農
産
物
を
中
心
と
し
た
風
評
被
害
対
策
と

し
て
、
青
森
市
に
お
い
て
も
測
定
値
を
公
表

し
対
策
を
講
じ
る
。
市
民
の
食
の
安
全
を
守

る
た
め
卸
売
市
場
内
の
事
業
者
の
測
定
器
購

入
の
補
助
を
行
い
、
水
際
で
の
対
策
も
講
じ

る
。

平
成
24
年
度

予
算
編
成
時
の
主
な
要
望

予
算
委
員
会
質
問

予
算
委
員
会
質
問

＊
青
森
駅
前
駐
車
場
と
青
森
駅
前

　

自
転
車
等
駐
車
場
の
管
理
運
営

　

に
つ
い
て

＊
指
定
管
理
者
の
資
格
要
件
に
つ

　

い
て

＊
ゴ
ミ
収
集
車
の
更
新
に
つ
い
て

＊
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　

つ
い
て

＊
青
森
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

＊
青
森
市
内
に
お
け
る
小
水
力
発

　

電
の
状
況
に
つ
い
て

＊
耕
作
放
置
地
を
被
災
地
の
農
業

　

被
害
者
支
援
対
策
に
活
用
で
き

　

な
い
か

＊
市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

　

て
＊
大
地
震
へ
の
災
害
派
遣
に
つ
い

　

て
の
要
望

＊
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
に
つ
い

　

て
の
意
見

＊
新
青
森
駅
駐
車
場
に
つ
い
て

＊
管
理
職
の
給
料
の
削
減
に
つ
い

　

て
＊
企
業
局
に
お
け
る
労
使
紛
争
に

　

つ
い
て
の
要
望

＊
市
役
所
内
の
親
睦
会
に
つ
い
て

　

の
要
望

そ
の
他
の
予
算
委
員
会
質
問
・
要
望
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